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採点規準詳細 
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◇今回のテストについて採点規準の詳細を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進学研究会 



 

■国語 

◇記述問題の誤字は減点。 

◇漢字採点規準…最後にあります。 

 

一（三） 

・同趣旨○。 

・20 字以上 25 字以内であること。 

・誤字減点。いくつあっても×にしない。 

 

【模範解答例】 

自分の絵が踏まれていると思って辛かったから。 

 

○の例 

○Ａ女子に踏まれているのは自分の絵かと思ったから。 

○Ｂ彼の絵が踏まれているのだと思い悲しくなった。 

○Ｃ誠は自分の絵が踏まれていると思っていたから。 

○Ｄ自分の絵が踏まれていると思い込んでしまったから。 

○Ｅ男子が自分の絵を踏みつけられていると思ったから 

→「男子」の表記でも、解答文中にそれが「自分」・「誠」・「亀井」であることと一致していれば

可。 

 

×の例 

×Ａ六年二組の中では辛いポジションにいると理解したから 

 →ここで「眸が潤んでいた」理由は、目の前の出来事についてショックを受けているからであり、

クラスでの立場からではないため。 

×Ｂ亀井はあの絵は自分の絵だと思い、悲しんでいた 

 →「あの絵」では「踏まれている絵」とは読み取れないので説明不足のため。 

×Ｃ透香が描いた絵を自分の絵と勘違いしていると知った。 

 →結局はそういうことだが、ここでは「踏まれている」という事実が必須となるため。 

×Ｄ男子は男子の絵が踏まれていると思い悲しんでいた 

 →「男子」が誰だか不明なまま終始しているため。 

 

  

二（三） 

・同趣旨○。 

・40 字以上 45 字以内であること。 

・誤字減点。いくつあっても×にしない。 

・二文以上で書かれているもの可。 



 

・「精神的」・「視覚」・「五感」という三語が用いられていること。順序不問。 

 

【模範解答例】 

視覚を主として五感のすべてで感じるが、画趣や詩趣などの精神的な美さえも受け止めている。 

 

○の例 

○Ａ視覚による美しさだけではなく、森林は五感すべてに関与し、さらには精神的な美も持ってい

る 

 →「感じとっている」「受け止めている」という終わり方ではないが、「……と受け止めている」

という内容につなげて読み取っても問題はない。 

○Ｂ視覚のみでなく、五感に関与するもので、また画趣や詩趣といった言葉で表現される精神的な

もの 

○Ｃ画趣や詩趣で表される精神的な美や、視覚を代表とする聴・臭・触・味の五感で感じとってい

る。 

○Ｄ主として視覚によるものだが五感全てに関与するものであり、精神的な美もかねそなえている。 

○Ｅ森林の美は、視覚などの人間の五感すべてに関与し、それに加えて精神的にも関与している。 

 

  

×の例 

×Ａ視覚と五感をすべて使って感じている。画趣や詩趣といった言葉で表す精神的な美も感じる。 

 →「視覚と五感」では×。「視覚」は「五感」に含まれるが、「視覚」だけを別に扱った表現をし

ていないものは不可。 

×Ｂ視覚のみならず、五感全てで感じとっており、加えて森林の精神的な美も言葉から感じとって

いる。 

 

作文採点基準 

□1  字数 

① ８行目 20マス目未満（159字～101字のもの）……－２点 

② ５行以下（100字～61字のもの）、字数オーバー…－５点 

③ ３行以下（60字以下のもの）……－１０点 ⇒ 採点終了 

④ 最終行未完成（尻切れトンボのもの）……書かれた字数に関係なく、尻切れは－１点。 

 

□2  条件・内容（Ａ→Ｃの順番で判断する） 

Ａ.条件不備 

① テーマ違反（全くテーマから外れているもの）……－１０点 ⇒ 採点終了 

・「インターネットはどのような使い方を心がけるべきか」というテーマの作文であること。

「インターネットの利用」に関して述べていると判断できれば、とりあえずテーマ違反とは

しない。 

 ② 本文引用（半分程度以上）……－１０点 ⇒ 採点終了 

  ※ 約５０％以上の引用であれば－１０点する。 



 

※ 本文中からの部分的な引用はよいが、本文からの丸写しではいけない。 

  ※ 自分の考えや感想などを、本文の内容を写して、いかにも自分のもののように書いてある

ものは、写しの部分が半分程度以下なら許容とする。 

 

Ｂ.加点条件（「テーマ違反」ではない作文は必ず一つ以上の項目で加点する） 

① 加点項目１（指定された条件をすべて守っているもの）……４点 

(1)二段落で書いているもの 

・一段落や、三段落以上で書いたものは加点しない。 

・一字分下がっていなくても、その前の行の途中で改行してあれば二段落目とみなす。ただし

その場合は□3 (2)の「原稿用紙－字下げ違反」とみなして、１点減点する。(※「作文採点

に関する注意事項」の No.7ページの９「段落の数え方」を参照する。) 

(2)前段に「資料【Ⅰ】についての感想」、後段に「考え」を書いているもの。 

・この項目では形式として段落の役割を果たしていればよい。（内容は②③で判断。） 

・内容が不可の場合でも、形式として段落の役割を果たそうとしていればよい。よって明らか

に前段・後段の内容が逆転している場合や、作文全体が「資料【Ⅰ】についての感想」また

は「考え」のみになっているような極端な例以外は可。 

  (3)「資料【Ⅰ】についての感想」と自分の「考え」を関連させて書いているもの、テーマに沿

って書いているもの。 

  ・テーマおよび前段で述べた「感想」と矛盾したり、全く関係のない内容の「考え」を後段で

述べているものは加点しない。 

  ・「インターネットを使う時の心がけ」について具体的に述べること。「インターネットの利用」

における問題点を、自分なりに踏まえていないものは加点しない。 

  ・具体的に挙げた「心がけ」によって、どのような効果・影響があるかを意識して述べること。 

・資料【Ⅰ】のうち、一つの内容（項目）に着目して感想を述べること。二つ以上の内容（項

目）について述べたものは加点しない。 

●(1)～(3)をすべて満たすもののみ加点する。 

 ② 加点項目２（「資料【Ⅰ】についての感想」を書いているもの）……３点 

・後段で述べる、テーマに関する自分の「考え」の裏付けとなるような「感想」を述べていれ

ばよい。 

・資料【Ⅰ】の感想だと判断できれば、二つ以上述べていてもこの項目はとりあえず加点する。 

・資料【Ⅰ】の調査結果をみて、単に「その事実や状況を知った」としか述べていないものは

「感想」として認めず、加点しない。 

・単に資料【Ⅰ】の内容の羅列に過ぎないものや、まとめただけのものは加点しない。 

③ 加点項目３（「考え」を書いているもの）……３点 

 ・「インターネットを使う時の心がけ」について自分なりにどう考えるか、前段で述べた「感

想」を踏まえて意見を述べること。 

 ・「インターネットを使う時の心がけ」についての意見であれば、内容は問わない。 

・テーマについての単なる事例の紹介や感想だけのものは加点しない。 

★ ①～③の条件が満たされていれば、とりあえず項目ごとに加点する。そこから「内容不備」

の項目に当てはまる場合は減点（－２）する。 

 

Ｃ.内容不備（加点した項目が一つの場合は使用しない。①②は加点していない項目には使用不可。） 



 

① 物足りない感想 

・「感想」があるにはあるが、一言だけで具体性のないもの、内容が表面的で浅いもの、資料

のどの部分に着目したのか漠然としたもの等。 

② 物足りない考え 

・「考え」の裏付けとなる背景が不明確なもの、具体性や説得力に欠けるもの。 

・主観的な肯定・批判に偏り、客観的根拠を示していないもの。 

・ひとことだけで根拠に欠けるもの等、内容が表面的で浅いもの。 

③ ややずれた感想・考え 

・求められた内容以外のむだな部分が多く、全体に中心点の外れた感がある等、全体の構成に

やや難を感じるもの。 

・前段と後段の分量的なバランスが悪いもの、前段と後段のどちらの内容もあいまいで、やや

不十分なもの。 

・「体験・見聞」と「考え」のつながりが薄いもの。 

★ 内容不備の減点上限は－２点。したがって①～③の複数の項目で減点しても、１回（－２点）

の減点となる。 

 

 

■数学 
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■英語 

１（４）① 四 ○，four × 

３（３）② sweep ○ 

４（２） nine → 9 ×，thirty → 30 × 

６ 

☆各 5 点満点。 

☆指定語の脱落は×。 

☆減点法： 文頭の小文字書き出し・文中の大文字または小文字の誤り・符号の誤用（ピリオドを

含む）は１か所に限り減点（－２点）。２か所以上あるものは×。 



 

 

 

■社会 

◇漢字指定のないものはひらがな書き○ 

◇漢字・字数指定のあるものは，指定外× 

２（３）山脈名「飛騨，木曽，赤石」いずれか一つのみ○。 

３（３） 

◇「年少人口の割合が高く，老年人口の割合が低い」ということが読み取れれば○とした。 

５（３）理由 

◇Ａ国の国名が「ソ連」になっていないものは×。 

◇「ソ連は，計画経済をすすめていた」ということが読み取れれば○とした。 

 

 

■理科 

◇漢字指定のないものはひらがな書き○ 

２（１）① 消化作用 ○ 

３（３）② 析出，再結晶法 〇 

４（３） 正立虚像，正立の虚像 〇 

５（５） 指定語「主根」「側根」の両方を用いて，グループＡ，Ｂ（双子葉類）とグループ

Ｃ（単子葉類）両方の根のつくりが「グループＡ，Ｂの根は，」につながる文で書

かれていれば〇とした。 

６（２）あ 小さく，弱く，低い値に，小さい値に，少ない値に ○ 

６（３）語 雷雲（かみなりぐも，らいうん） ○ 

 



漢字書き取りのポイント 
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